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産業技術総合研究所では、データベースや数値データ、地質図類、図書資料、衛星情報などの地質情報の統合化を

戦略的に進めている。この統合化の目的は、地質情報の利用を促進して研究を加速させる、時代に即した新たな情報

提供サービスを展開する、整備に係わる業務の効率化を図るなどが挙げられる。統合化のためには、システムや標準、

ルールなどを整備する必要があるが、それと同時に、重要性の高まりつつある基本地質情報のデジタル化を加速して

進めている。 
 

GEO-DB、G-INDEX、G-XML、GML、GeoSciML、GeoGRID 
 
１． はじめに 
産業技術総合研究所地質調査総合センター (以下、GSJ

と略す) では、研究の成果を紙やCD-ROM を媒体として

出版するとともに、ウェブブラウザで容易にアクセスで

きるウェブデータベースとして公開している 1) 。 

ここで公開している情報は、データベースと言いなが

らも、コンテンツのみであったり、データを置いてある

だけであったり、厳密にはデータベースとは呼べないも

のも含まれる。GSJ では、これらのデータベースを統合

化することによって、データベース間の連携を図るとと

もに、新たなウェブサービスを提供しようとしている。 
また、科学技術振興調整費重要研究解決型研究「統合

化地下構造データベースの構築」 (以下、科振費研究) に
おいては、GSJ のウェブデータベースや、紙・CD-ROM
を媒体として公開された地質情報を、地質情報インデッ

クス検索システム (G-INDEX) を通して、他機関のデー

タベースへ提供する研究を実施している。 
 

２． 地質情報の統合化 
GSJ では、ウェブデータベースを含めた地質情報の公

開を総合地質情報データベース (GEO-DB) として体系

化しようと考えている。現在検討中のGEO-DB の構成を

図１に示す。 
研究の成果として得られる基礎データは、①一般公開

のための整備、②公開後のトレーサビリティーの確保、

③情報の散逸の防止、④統合解析などを目的として、所

内共有システムに蓄積される。 
地質情報の一般公開は、出版とデータベースに大きく

分けている。出版について、現在は紙と CD-ROM だけ

であるが、ウェブを媒体とする出版物も検討中である。 
データベースについては、地質情報のウェブ公開を効

率的に、かつ時代に即して行うため、 
① 一般的な構造とユーザインターフェースのテン 

プレートを整備し、既存のデータベースをなるべ

く統合する。 
② コンテンツ、データ、プログラム等を共有し、様々

な組み合わせによる情報の解析や表現を行う。 
③ メタデータを整備して総合検索を可能にする。 

により、公開共有データベースとして整備しようと考え

ている。現在、産業技術総合権研究所の研究成果データ

ベース (RIO-DB) 2) として構築されている地質分野のデ

ータベースは 27 個に上るが、これらについても、この公

開共有デーベースに移行することを考えている。ただし、

ここでいう移行とは、公開共有デーベースのコンセプト

に合わせて、標準化するということであり、サーバを変

更するという単純な移行ではない。逆に言えば、標準化

されて連携が取れれば、どこのサーバにインストールさ

れていても構わない。 
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図 1 総合地質情報データベースの構成案 
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 GSJ が進める地質情報の統合は、実際に地質情報を一

つのシステムに体系化するという直接的な統合もあるが、

研究者や外部の機関、ユーザが様々な目的に応じて地質

情報を組み合わせて利用できる環境を整備するという間

接的な統合も大きな目的である。産総研では、2007 年 4
月から地質調査情報センターの中に地質情報統合化推進

室を新設し、統合化の検討を進めている。 
 
３． 地質情報インデックス検索システムと新たなウェ

ブサービス 
地質情報インデックス検索システム (G-INDEX) は、

平成 14 年から開発が開始されたが、当初の開発目的は、

分散する地質情報を網羅的に検索することと、空間検索

や地図表示などの地質情報ウェブデータベースの基本機

能を一本化して、重複開発を防ぐことであった。現在で

は、前に述べたGEO-DB の総合検索機能を担うシステム

として開発が進められている。 
G-INDEX における情報の流れを図２に示す。地質情報

は様々な形式で表現されているため、一旦、標準の形式

に変換しなければ登録することができない。標準化の形

式として当初は、JIS X7199 で規格化された G-XML2.0
のみを使用していたが、今年度からはさらに国際化を進

めるために、GML 形式でも地質情報の登録を可能とし

た。また、地質情報の構造までを規格化しようとしてい

るGeoSciML についても、地質図などの基本情報には、

順次対応していく予定である。 
G-INDEX の機能は、(1)空間位置とキーワードで登録

された地質情報を検索してWebGIS で地図表示する基本

機能、(2)点・線・面データを解析・図化するソフトウェ

ア・ライブラリ (JKGLIB) 3) を組み合わせて実現する解

析機能、(3)データのダウンロード機能、(4)他のデータベ

ースと連携する機能がある。連携の方法は、他のデータ

ベースの html ファイルや CGI プログラムにリンクする

方法と他のデータベースからラスターデータを受け取り

表示する方法を開発していたが、この科振費研究で構築

が進められている統合地下構造データベースのポータル

サイト等に連携するため、新たなウェブサービスとして、

画像形式で情報を配信するＷＭＳ  (Web Mapping 
Service) とベクトル形式で配信する WFS (Web Feature 
Service)  が行えるように整備した。このWMS・WFS 機

能は、配信だけではなく受信も可能としたため、

G-INDEX のシステム上でも、地質情報と他のサーバの情

報を重ね合わせて表示することが可能である。 
また、WebGIS を使用して地質図を表示するサイトで

ある統合地質図データベース 4)では、地質図の画像を

Google Earth©で表示することが可能な、KML ファイルの

ダウンロードも可能である。 
 

４． 今後の予定 
GSJ の地質情報はまだデジタル化されていないものも

多く、その整備が最優先の課題である。現在作業を行っ

ている地質情報のデジタル化は、表１に示す通りである。

地質図類のベクトルデータは使用者が専門家に限られる

ため、まず優先的にメタデータと説明書などのテキスト

データの整備を進めている。テキストデータの整備によ

り、地理空間での地質情報の統合だけではなく、キーワ

ードによる統合を進めることが可能になる。 
 また、産総研では、グリッド技術を用いて衛星情報の

アーカイブ・高度処理を行い、さらに各種観測データベ

ースや GIS データなどと融合する研究 (GeoGRID) を進

めている。この研究で得られるセキュリティ技術、資源

の分散技術、WebGIS 技術などは、今後、GEO-DB の実

現に欠かせないものになると思われる。 
 
参考文献 
1) 総合地質情報データベースホームページ： 

http://www.gsj.jp/Gtop/geodb/geodb.html)  
2) 産総研研究成果情報データベースホームページ： 

http://riodb.ibase.aist.go.jp/riohomej.html 
3) 村田泰章 (2007) 地質情報表示ソフトウェア・ライ

ブラリ JKGLIB ver. 2、地質調査総合センター研究

資料集、no.455 

4) 統合地質図データベースホームページ： 
http://iggis1.muse.aist.go.jp/ja/top.htm 

表１ 既存地質情報のデジタル化 
種類 デジタル化情報 

全出版物 メタデータ 
全地球科学図 ラスターデータ(位置情報付き) 

凡例のテキストデータ 
説明書のテキスト・PDF データ

1/5 万地質図幅 

数値化ベクトルデータ 
1/20 万 説明書のテキスト・PDF データ

海洋地質図等 説明書のテキスト・PDF データ

 


